
銀ORG鑑譴 2017年  (平成 29年)7月 7日  (12)

朝
掴

随
釧 聰 鐵 魏 黎 鰈 陽 員 壕 月 尾 嘉 男 練 京大学名誉教輝・工学博→

日本の林学の発展 に活躍 した

静 六
日
比
谷
公
園
設
計
者

東
京
都
心
の
千
代
田
区
に
東
西
約

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
二
〇

メ
ー
ト
ル
、
面
積

一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
矩
形
の
公
園
が
あ
り
ま
す
。
日
比

谷
公
園
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ

ン
ハ
ツ
タ
ン
に
あ
る
東
西
約
八
〇
〇
．

メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
四
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
、
面
積
三
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

セ
ン
ト
ラ
ル

・
パ
ー
ク
に
比
較
す
る

と
小
粒
で
す
が
、
こ
こ
は
日
本
最
初

の
洋
風
都
市
公
園
で
す
。　
一
帯
は
江

戸
時
代
に
は
大
名
屋
敷
で
し
た
が
、

明
治
時
代
の
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
陸

軍
の
日
比
谷
練
兵
場
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、　
一
人
人
七
年
に
練
兵
場

が
青
山
に
移
転
し
た
た
め
、
跡
地
の

利
用
が
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
翌
年
か
ら
現
在
の
都
市
計
画
に
相

当
す
る
東
京
市
区
改
正
計
画
が
検
討

さ
れ
、
公
園
に
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
す
。
当
時
の
文
明
開
化
の
風
潮
か

ら
、
西
欧
の
都
心
に
整
備
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
、
人
々
が
自
由
に
散
策
で

き
る
都
市
公
園
を
実
現
す
る
こ
と
が

東
京
に
も
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
何

案
か
が
提
案
さ
れ
ま
す
が
、
議
論
百

出
で
決
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
に
登
場
し
た
の
が
今
回
紹
介
す
る

本
多
静
六
で
す
。

結
婚
そ
し
て
ド
イ
ツ
留
学

日
本
の
古
代
か
ら
の
重
要
な
史
書

や
文
学
作
品
を
集
成
し
た

『群
書
類

従
』
を
編
纂
し
た
塙
保
己

一
、
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
多
数
の
企
業
や

学
校
を
創
設
し
て
日
本
経
済
を
牽
引

し
た
渋
沢
栄

一
、
日
本
最
初
の
女
医

と
な
り
女
性
の
活
躍
を
先
導
し
た
荻

野
吟
子
と
と
も
に
、
本
多
静
六
は
埼

玉
の
四
大
偉
人
と
さ
れ
て
い
る
人
物

で
す
（図
１
）。
幕
末
の
慶
応
二
年
貧

八
六
六
）
に
埼
玉
の
戸
数
二
五
軒
程

の
河
原
井
村

（現
在
は
久
喜
市
菖
蒲

町
）
で
代
々
の
庄
屋
で
あ
っ
た
裕
福

な
折
原
家
の
第
六
子
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
静
六
が

一
一
歳
に
な
っ

た

一
人
七
六
年
に
父
親
が
突
然
他
界

し
て
多
額
の
借
金
の
存
在
が
判
明
し
、

裕
福
で
あ
っ
た

一
家
は
突
如
、
貧
乏

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

ま
で
悪
戯
小
僧
で
あ
っ
た
静
六
も
農

業
の
手
伝
い
を
す
る
と
と
も
に
、
熱

心
に
勉
強
を
す
る
よ
う
に
変
貌
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
長
兄
の

折
原
金
吾
の
恩
師
で
あ
る
島
村
泰
が

大
蔵
省
二
等
属
官
吏
と
し
て
東
京
の

四
谷
に
生
活
し
て
い
た
た
め
、
上
京

し
て
農
閑
期
の
み
島
村
宅
玄
関
番
と

し
て
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

静
六
が

一
人
歳
に
な
っ
た

一
人
八

三
年
、
世
話
に
な
っ
て
い
る
島
村
が

新
設
さ
れ
た
山
林
学
校
を
受
験
す
る

こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
入
学
し
た
生

徒
の
大
半
は
師
範
学
校
な
ど
を
事
業

し
て
お
り
、
正
当
な
勉
強
を
し
て
こ

な
か
っ
た
静
六
は
合
格
し
た
も
の
の

五
〇
名
中
五
〇
番
目
と
い
う
成
績
で

し
た
。
基
礎
学
力
の
な
い
静
六
は
代

数
と
幾
何
に
落
第
し
て
落
胆
し
、
宿

舎
の
裏
庭
の
井
戸
に
飛
込
み
自
殺
を

し
ま
す
が
、
幸
運
に
も
二
命
を
と
り

と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
無
事
、
東
京

農
林
学
校
と
な
つ
た
大
学
に
進
学
し

ま
す
。

そ
こ
に
在
学
し
て
い
る
三
四
歳
の

と
き
、
教
頭
か
ら
養
子
縁
組
が
も
ち

こ
ま
れ
ま
す
。
相
手
は
本
多
鐙
子
と

い
う
官
学
出
身
の
日
本
で
四
番
目
に

女
医
に
な
っ
た
名
間
の
オ
媛
で
し
た
。

気
乗
り
の
し
な
い
静
六
は
破
談
に
す

る
べ
く
髭
面
、
乱
髪
で
臨
席
し
ま
す

が
、
鐙
子
に
破
談
に
な
れ
ば
生
涯
独

身
で
生
活
す
る
と
宣
言
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
卒
業
し
た
ら
ド
イ

ツ
留
学
の
支
援
を
依
頼
す
る
と
い
う

厚
顔
な
条
件
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
も
了
解
さ
れ
、
つ
い
に
本
多
家

へ
婿
入
り
し
て
本
多
静
六
に
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
実
地
演
習
も
卒
業
論
文
の

提
出
も
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
前
田
正
名
学
長
に
ド
イ
ツ
留
学

の
た
め
に
来
月
事
業
さ
せ
て
は
し
い

と
依
頼
し
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た

卒
業
論
文
を
提
出
し
ま
す
。
前
例
の

な
い
要
求
で
し
た
が
、
前
田
学
長
の

英
断
に
よ
り

「実
地
演
習
の
た
め
ド

イ
ツ
ヘ
の
私
費
留
学
を
許
可
す
」
と

い
う
命
令
を
拝
命
し
ま
す
。　
一
人
九

〇
年
に
横
浜
か
ら
出
航
し
ま
す
が
、

二
等
船
室
で
苦
難
の
旅
行
を
経
験
し

て
貧
乏
の
悲
哀
を
実
感
し
、
こ
れ
が

人
生
後
半
で
蓄
財
に
努
力
す
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

苦
難
の
ド
イ
ツ
留
学

最
初
は
ド
イ
ツ
の
地
方
都
市
タ
ー

ラ
ン
ト
の
山
林
学
校
に
入
学
し
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
博
士
の
称
号
を
取
得

で
き
な
い
た
め
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に

転
校
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
へ

義
父
か
ら
銀
行
が
破
産
し
送
金
で
き

な
く
な
っ
た
と
い
う
手
紙
が
到
着
し

ま
し
た
。
同
情
し
た
恩
師
の
ル
ヨ
・

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
教
授
か
ら
二
年
で
博

士
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
を
示
唆
さ

れ
必
死
で
勉
強
し
、
論
文
を
提
出
し

ま
す
。
そ
れ
は
合
格
し
た
も
の
の
回

述
と
討
論
の
試
験
は
難
問
で
し
た
が
、

無
事
合
格
し

一
人
九
二
年
に
帰
国
し

ま
し
た
。

本
田
は
帝
国
大
学
農
科
大
学
の
助

教
授
に
採
用
さ
れ
、
以
後
、　
一
九
二

七
年
の
定
年
ま
で
三
五
年
間
、
大
学

で
後
進
の
指
導
を
し
ま
す
。
当
時
、

林
業
は
地
方
の
地
主
の
仕
事
と
い
う

程
度
の
認
識
で
、
林
学
の
役
割
は
認

知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本

多
は
大
学
で
の
教
育
だ
け
で
は
な
く
、

全
国
各
地
で
林
業
の
役
割
に
つ
い

て
講
演
し
、
急
速
に
社
会
に
浸
透
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
生
涯
の
業
績
は
都

市
公
園
、
国
立
公
園
、
水
道
水
源
林
、

防
雪
防
風
林
な
ど
多
数
あ
り
ま
す
が
、

以
下
に
主
要
な
業
績
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

日
比
谷
公
園
を
設
計

冒
頭
に
紹
介
し
た
日
比
谷
公
園
に

本
多
が
関
与
し
た
の
は
偶
然
の
結
果

で
す
。　
一
人
九
八
年
に
東
京
市
会
議

員
が
日
比
谷
公
園
開
設
を
提
案
し
ま

す
が
、
当
初
の
想
定
は
江
戸
時
代
の

藩
主
が
構
築
し
た
兼
六
園
、
偕
楽
園
、

本多静六
(1866-1952)
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多言語 文脳科学

多言語獲得研究とfMR:を使つた言語臓科学の観点から、

人間のことばとは何かに追る !

言語交流研究所・ 東京大学大学院総合文化研究科・

米国マサチユーセッツエ科大学 (MIT)が 共同で、

「多言語獲得のメカニズムと脳に及ぼす効果」につい

て、 fMRI(機 能的核磁気共鳴画像法)の技術を用

いて調査研究を始めました。

多様な価値観を受け入れ 人間への理解を深めるとい

う言語の本質的な意味を皆さんとともに考えていく機

会になればと願つています。
講師 :Dr.酒井 邦嘉    講師 :Dro Suzame Flm

多雷語研究を世界に発信し参す ′
ワークシヨツプ開催日甲辛ォッンピツタ記念

季■‐7月 31日鯛竃聖電吟日配鰹鷹婁鷺轟線
参加費 :500円 (子ども無料)L」 多宮橋駅・徒歩7分 )

(―財)言■交
=研

究所ヒツポフアミリークラブ

覆ロヨ 0120‐ 557・ 761(受 付碑口 :平 日10■ 16時)

会場:福岡市健康づくリセンター

あいれふホール
(地下鉄赤坂駅・徒歩5分)

多加費 :1名様2000円
〈小学生～大学生1000円

後援 :●H曝教育晏員会、西日本新聞社

謄同時:軍

魔盤饗覗轟線0
会場 :広島県民文化センター

多目的ホール
(広■紙晨町西電停・住歩3分)

参加費 :1名様2∞0円

後撻 :広島県、広島県教育委員会、中国新聞社

お問合せ・お申込みは
WEBま たはフリーダイヤルまで
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後
楽
園
な
ど
の
築
山
泉
水
庭
園
で
し

た
。
し
か
し
、
東
京
市
長
は
斬
新
な

庭
園
に
し
た
い
と
帝
国
大
学
工
科
大

学
の
辰
野
金
吾
学
長
に
設
計
を
依
頼

し
ま
す
。
辰
野
は
す
で
に
日
本
銀
行

本
店
な
ど
を
設
計
し
て
い
た
建
築
の

大
家
で
し
た
が
、
庭
園
設
計
は
専
門

で
は
な
く
、
提
案
は
採
用
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
機
に
、
た
ま
た
ま

東
京
市
庁
を
訪
問
し
た
本
多
が
顧
問

で
あ
っ
た
辰
野
の
部
屋
に
立
寄
り
ま

し
た
。
辰
野
が
懸
案
の
公
園
に
つ
い

て
相
談
す
る
と
、
本
多
が
適
確
な
返

事
を
具
申
し
た
の
で
、
設
計
を
委
任

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
多
も
専
門
で
は
な
い
の
で
す
が
、

数
日
で
懸
命
に
素
案
を
作
成
し
て
持

参
す
る
と
、
辰
野
が
評
価
し
て
東
京

市
長
に
本
多
を
推
挙
し
、
公
園
設
計

を
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。　
一
九
〇
三
年
に
関
囲
し
た
公
園

の
基
本
構
造
は
本
多
の
計
画
に
よ
る

も
の
で
す

（図
２
）。

こ
の
と
き
本
多
は
教
授
に
昇
格
し

た
直
後
の
三
六
歳
で
、
公
園
設
計

を
専
門
に
勉
強
し
た
わ
け
で
も
な

く
、
有
名
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
経
歴
に
よ
っ
て
有
名
に
な

り
、
全
国
か
ら
都
市
公
園
の
設
計
が

殺
到
し
、
春
採
公
園

（釧
路
市

一
九

三
Ｃ
、
敷
島
公
園

（前
橋
市

一
九

一
五
）、
臥
竜
公
園

（須
坂
市

一
九

一二
こ
、
箕
面
公
園

（箕
面
市

一
九

〓
こ
、
大
濠
公
園

（福
岡
市

一
九

二
四
）
な
ど
、
改
良
な
ど
を
担
当
し

た
公
園
も
合
計
す
る
と
、
全
国
各
地

の
七
〇
以
上
の
都
市
公
園
を
設
計
し

て

い
ま
す
。

自
然
の
森
林
を
実
現
し

た
明
治
神
富

し
か
し
、
本
多
が
林
学
の
素
養
を

発
揮
す
る
機
会
が

一
九

一
三
年
に
到

来
し
ま
す
一　
一
九

一
二
年
七
月
二
〇

日
に
明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
御
陵

は
京
都
の
伏
見
桃
山
に
決
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
関
東
に
も
記
念
施
設
を

建
設
す
る
要
望
が
高
揚
し
、
翌
年
三

月
に
明
治
神
宮
を
建
設
す
る
こ
と
が

衆
議
院
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
関
東

各
地
に
自
薦
他
薦
の
土
地
が
あ
り
、

様
々
な
条
件
を
考
慮
し
た
結
果
、
当

時
は
東
京
府
豊
多
摩
郡
代
々
幡
村
大

字
代
々
木
と
い
う
地
名
の
現
在
の
七

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
決
定
し
ま

し
た

（図
３
）。

早
速
、　
〓

一月
に
内
務
大
臣
を
会

長
と
す
る

「神
社
奉
祀
調
査
会
」
が

設
立
、
一
九

一
五
年
に
は
業
務
が

「明

治
神
宮
造
営
局
」
に
移
管
さ
れ
、
造

林
や
育
林
に
つ
い
て
、
川
瀬
善
太
郎
、

本
多
静
六
な
ど
東
京
帝
国
大
学
教
授

が
参
与
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。
本

多
た
ち
が
目
指
し
た
の
は
、
日
本
の

樹
種
を
中
心
に
様
々
な
樹
木
を
植
林

し
、
途
中
で
手
入
れ
を
し
な
い
で
、

地
域
の
本
来
の
自
然
の
森
林
を
実
現

す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め

一
五

〇
年
先
ま
で
の
林
相
の
変
化
を
想
定

し
た
綿
密
な
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た

（図
４
）。

と
こ
ろ
が
突
如
難
間
が
発
生
し
ま

し
た
。
総
理
大
臣
大
限
重
信
が
様
々

な
樹
木
か
ら
な
る
森
林
を
維
木
の
集

合
と
非
難
し
、
伊
勢
神
宮
の
よ
う
な

杉
林
に
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で

す
。
総
理
大
臣
の
意
見
と
あ
っ
て
説

得
は
大
変
で
し
た
が
、
明
治
神
宮
の

土
地
が
ス
ギ
の
生
育
に
は
適
地
で
は

な
い
こ
と
を
数
値
で
説
明
し
、
よ
う

や
く
了
解
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
か
ら

一
〇
〇
年
が
経
過
し
た
現
在
、
明
治

神
宮
の
内
部
は
当
初
の
計
画
の
よ
う

に
、
人
工
の
森
林
と
は
想
像
で
き
な

い
自
然
の
森
林
に
な

っ
て
い
ま
す

（図
５
）。

明
治
神
宮
は
国
民
の
熱
烈
な
協
力

に
よ
つ
て
実
現
し
た
こ
と
も
特
徴
で

す
。
初
代
神
宮
造
営
局
長
の
創
意
に

よ
り
、
必
要
な
樹
木
を
全
国
か
ら
の

献
木
に
よ
り
調
達
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
荷
造
、
運
搬
の
費
用
を
献

木
す
る
人
々
の
負
担
に
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
国
か
ら

一
二
万
本
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
造
営
作

業
の
た
め
に
全
国
の
青
年
団
の
奉
仕

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、　
一
八
九
団
体

一
万

一
一
二
九
人
が
参
加
し
、
こ
の

よ
う
な
国
民
の
熱
意
に
よ
り

一
九
二

〇
年

一
一
月

一
日
に
完
成
し
ま
し
た

（図
６
）。

国
立
公
図
の
劇
設

法
律
に
よ
っ
て
国
立
公
園
を
設
置

し
た
最
初
は
ア
メ
リ
カ
で
、　
一
人
三

二
年
で
す
が
、
明
治
時
代
に
な
っ
て

日
本
に
も
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
大
正
時
代
に
国
立
公
園
の

議
論
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
反

映
し
て
本
多
が
段
取
り
を
し
、　
一
九

二
七
年
に
民
間
の
「国
立
公
園
協
会
」

が
発
足
し
、
本
多
が
副
会
長
に
就
任

し
ま
す
。
し
か
し
、
政
府
の
組
織
が

必
要
で
あ
る
と
本
多
と
熊
本
県
会
議

長
の
経
歴
の
あ
る
松
村
辰
喜
は

「国

立
公
園
調
査
委
員
会
」
の
設
置
を
安

達
謙
蔵
内
務
大
臣
に
陳
情
し
ま
す
。

そ
の
と
き
本
多
は
自
分
の
貯
薔
〓

万
円
を
調
査
委
員
会
の
経
費
と
す
る

よ
う
差
出
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

熱
意
に
よ
っ
て

一
九
三
〇
年
に
国
立

公
園
調
査
委
員
会
が
設
置
、
翌
年
に

国
立
公
園
法
が
施
行
さ
れ
、　
一
九
二

四
年
二
月
に
雲
仙
、
霧
島
、
瀬
戸
内

海
、
〓

一月
に
阿
寒
、
大
雪
山
、
日
光
、

中
部
山
岳
、
吉
野
熊
野
、
大
山
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
阿
寒
目
立
公
園
の

中
心
地
域
は
本
多
に
ド
イ
ツ
留
学
の

た
め
に
早
期
の
事
業
を
許
可
し
た
東

京
農
林
学
校
の
学
長
前
田
正
名
の
上

地
で
あ
っ
た
と
い
う
因
縁
も
あ
り
ま

す

（図
７
）。

警
財
の
達
人

本
多
は
林
学
の
大
家
で
あ
る
と
と

も
に
蓄
財
の
達
人
と
い
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
留
学
の
最
中

に
資
金
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
た
義

父
の
餃
産
の
た
め
に
極
貧
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
本
多
に
、
思
師
の

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
教
授
が
精
神
の
自
由

の
た
め
に
は
経
済
の
自
由
が
必
要
だ

と
し
、
貯
蓄
と
投
資
を
推
奨
し
て
く

れ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
早

速
、
帰
国
し
て
か
ら
の
日
常
生
活
で

は
倹
約
を
し
て
貯
蓄
を
し
、
そ
の
預

金
を
株
式
、
山
林
、
土
地
に
投
資
し

て
財
産
を
増
加
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
子
孫
に
美
田
を
遺
贈
す
る

た
め
で
は
な
く
、
郷
土
の
学
生
支
援

の
た
め
の
蓄
財
で
し
た
。
か
つ
て
渡

米
し
た
と
き
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
や
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ト
の
慈
善
事
業
に
触
発
さ

れ
、
埼
玉
県
中
津
川
に
購
入
し
て
い

た
森
林
を

一
九
三
〇
年
に
埼
玉
県
に

寄
付
し
、
そ
の
純
益
の
半
分
を
本
多

育
英
基
金
と
し
て
積
立
て
学
生
に
貸

与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
森
林
に
県

有
林
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
と
き
に

は
気
恥
ず
か
し
い
と
長
男
を
出
席
さ

せ
た
ほ
ど
で
し
た
。
学
者
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
清
々
し

い
人
生
で
し
た
。

つ
き
お
　
よ
し
お

１
９
４
２
年
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年

東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。

名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授

な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

２
０
０
２
、
“
年
総
務
省
総
務
審
議
官
。

こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、
メ

デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地

で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半
島
塾
、
羊
蹄

山
麓
塾
、
鋼
路
湿
原
塾
、
自
馬
仰
山
塾
、

宮
川
清
流
塾
、
減
戸
内
海
塾
な
ど
を
主

宰
し
、
地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保

護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著

書
に

『日
本
　
百
年
の
転
換
戦
略
』
（講

談
社
）、
『縮
小
文
明
の
展
望
』
（東
京

大
学
出
版
会
）、
「地
球
共
生
』
（講
談

社
）、
「地
球
の
救
い
方
』、
「水
の
話
』

（遊
行
社
）、
『１
０
０
年
先
を
読
む
』
（モ

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）、
『先
住
民
族
の
叡

智
』
（遊
行
社
）、
『誰
も
言
わ
な
か
っ

た
！
本
当
は
恐
い
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
サ

イ
パ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（ア
ス
コ

ム
）、
『日
本
が
世
界
地
園
か
ら
消
滅
し

な
い
た
め
の
戦
略
』
（致
知
出
版
社
）

な
ど
。
最
新
刊
は

『航
海
物
語
』
（遊

行
社
）。
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1) 【ォールカラ■】

葉樹林・広葉樹林から水
や雑草まで、日本の綺摩

全体保と特徴を解説。 |

日本理地学会‐監修

判 228頁   ■ |
(本体 5,000円 +動
つ ｀

【オールカラニ】

醒地の特徴からt人々の暮
らし、生きる動植物、保全
あり方などを紹介。

オールカラー】

や
さ
し
い
漢
詩
教
室

轟
羹
轟

「
国
崚
れ
て
山
河
在
り
買
春
署
、

「春
眠
暁
を
覚
え
ず
賣
春
じ

な
ど
、

５０
首

（絶
句
４２
ヽ
律
詩
８
）
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
。
楽
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
と
も

に
名
詩
の
世
界
を
楽
し
め
ま
す
。
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